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研究成果の概要（和文）：琉球列島の沖縄群島小島嶼に分布する絶滅危惧植物の固有性解明およ

びに分類に関するする研究を行った。特筆成果として、伊是名島産イトスナヅルを固有種とす

る見解の支持、琉球列島固有種マルバハタケムシロのオセアニア産との隔離分布の支持、ヤエ

ヤマスズコウジュの久米島での新産地発見などが挙げられる。また、同小島嶼産絶滅危惧植物

42 種類の自生地外系統維持への追加、360 点の標本データベース化、そして、得られた成果に

基づく絶滅危惧植物と生物多様性等に関する企画展等を社会発信として行った。 
 
研究成果の概要（英文）：Endemism and taxonomic studies have been performed for threatened seed 
plans in islets around Okinawa Island of the Ryukyu Archipelago. In these studies, we supported a 
taxonomic treatment of Cassytha pergracilis as endemic species to Izena Island; and 
phylogeographically supported an antitropical distribution pattern between an endemic species of 
Lobelia loochooensis in this archipelago and certain Oceania Lobelia species based on molecular 
analyses. Also we newly found other populations of Suzukia luchuensis in Kume-jima Island. 
Furthermore, 42 threatened plant taxa were newly added in a living collection as ex situ conservation, 
and 360 herbarium specimens were newly databased. Based on these results obtained, some special 
exhibitions concerning threatened plants and biodiversity were held for public. 
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１．研究開始当初の背景 

琉球列島の伊平屋島、伊是名島、慶良間諸
島、久米島などの沖縄群島小島嶼は、絶滅危
惧植物が多く分布することが過去の研究か
ら指摘されている。沖縄県の最新レッドデー
タブック（2006）においても、単位面積当た
りの絶滅危惧植物種類数の上位５島は、高い

順に魚釣島（9.16）、渡名喜島（5.17）、伊是
名島（3.39）、与那国島  (3.35）、伊平屋島 
（2.82）であり、いかに沖縄群島小島嶼に絶
滅危惧植物が集中しているかが窺える。これ
までの植物相調査によって沖縄群島の小島
嶼には固有種があまり分布せず、多くの絶滅
危惧植物が他地域との共通種と認識されて
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いる。しかし、これらの知見はマクロな調査
資料によるものであり、詳細な比較研究の必
要性がこれまでにも指摘されている。しかし、
その比較研究はほとんど行われておらず、沖
縄群島小島嶼の固有種が認識されないまま
絶滅してしまう危険性がある。 

琉球列島のうち、奄美大島や沖縄島などで
は国立公園などの行政レベルでの保全政策
が進められつつある。しかし、沖縄群島小島
嶼のうち、県立自然公園として保護されてい
るのは渡名喜島と久米島のみで、その他の小
島嶼では自然環境保全関連法令による地
域・地区の指定は無い。これらは絶滅危惧植
物に関する資料が不足していることが大き
な要因になっている。 

申請者國府方はこれまでに琉球列島に分
布する植物の系統分類学的および生物地理
学的研究を行ってきた。その一環として平
成17年に伊是名島、平成18年に久米島で
植物調査を行い、２つの島の絶滅危惧植物
の現状が深刻であることを痛感して本研究
課題を着想するに至った。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、沖縄群島小島嶼に分布す
る絶滅危惧種において、(1) 固有性調査を含
む分類学的研究および系統地理学的研究； 
(2) 植物園での系統維持；３）標本データベ
ース構築を行うことを目的として行われた。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 研究対象分類群の選定 

沖縄群島の小島嶼の伊平屋島、伊是名島、
渡名喜島、久米島に分布する絶滅危惧植物
のうち、予備調査によって分類学的再検討
が必要と判断されたこと（固有種の可能性
のある）、緊急な保全と調査を必要とするこ
とを基準として対象植物を選定した。 

 
(2) フィールド調査 
伊平屋島・伊是名島・渡名喜島・久米島

の４島における候補植物の自生地での現状
などの野外調査及び関係機関からの許可の
もと合法的な採集を行った。また、共通関
連種が分布する台湾と奄美群島などの他地
域でも調査採集を行った。 
  
(3) 採集物の管理及び室内調査研究 
①採集物の管理及び保全栽培 

証拠腊葉標本は国立科学博物館と琉球大
学理学部の各標本館（室）に収蔵した。今
回の対象植物以外も可能な限り腊葉標本と
DNA をセットとして採取し、本研究課題以
外にも貢献できる収集を行った。生きた植
物は筑波実験植物園において安定した栽培

法を確立し、確実な自生地外保全を行った。 
②形態形質 

採集された標本及び国立科学博物館と琉
球大学に収蔵されている他地域の共通・関
連種における生殖器官を中心とした外部形
態の調査を行った。 
③DNA解析 
 形態比較とあわせて客観的な系統データ
が得られる分子レベルでの解析も行った。
本研究課題で採集できない他地域の共通・
関連種は国立科学博物館収蔵の標本利用、
多機関からの資料提供協力によって補った。 

固有性調査、分類学的再検討の各調査に
必要とする実験系はそれぞれが独立したも
のではなく、１つの実験系で可能な限り多
くの知見が得られる能率的な実験になるよ
うに心がけて行った。 

 
 

４．研究成果 
 本研究課題で得られた特筆すべき研究成
果等を下に示す。 
 
(1) 固有性調査を含む分類学的研究および系

統地理学的研究 
①イトスナヅルとケスナヅル（クスノキ科） 

沖縄群島小島嶼とオーストラリアに隔離
分布すると考えられている寄生植物イトス
ナヅル C. glabella = C. pergracilis（絶滅危惧
IA類）とケスナヅル  C. pubescens = C. 
filiformis var. duripraticola （絶滅危惧Ⅱ類）（
図１）について、葉緑体DNA trnK intronの一
部を用いた系統解析と詳細な形態観察をも
とに隔離分布検証と分類の再検討を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
分子系統解析の結果（図２）、沖縄島およ

びその小島嶼産ケスナヅルはスナヅル (C. 
filiformis) のクレード内に位置し、オースト
ラリア産 C. pubescens とは別のクレードに
位置した。 

一方、伊是名島産イトスナヅルは１つのク
レードにまとまったが、オーストラリア産 C. 
glabella とは別のクレードに位置した。 

形態比較においても、沖縄群島伊是名島産
イトスナヅルとオーストラリア産 C. glabella、 
そして沖縄群島産ケスナヅルとオーストラ
リア産 C. pubescens の間に花被片表面の毛

図１イトスナヅル（左）とケスナヅル（右） 



の有無など生殖器官の明瞭な外部形態的な
違いが認められた。 

これらの結果より、スナヅル属２種類にお
いては沖縄群島小島嶼を中心とした琉球列
島とオーストラリアの間の隔離分布は支持
されなかった。分類学的には、ケスナヅルは
スナヅル の異名、伊是名島産イトスナヅル
は沖縄群島伊是名島の固有種 C. pergracilis 
であるとする分類見解が支持された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②マルバハタケムシロ（キキョウ科） 

マルバハタケムシロ（L. loochooensis; 絶滅
危惧IB類）は、沖縄群島小島嶼である久米島
と沖縄島（既に絶滅）、奄美大島に分布する
琉球列島の固有種で、外部形態データから近
縁種がオセアニアに隔離分布することがこ
れまでに示唆されてきた。その隔離分布を検
証するため、葉緑体rbcL遺伝子を用いた分子
系統解析を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その結果、マルバハタケムシロはオセアニ

ア固有のLobelia 属 Hypsela 節種とともに
1つのクレードを形成し（図４）、他の台湾
とマレシア産の同節異種とは直接的な関係
は認められなかった。これらの結果より、琉
球列島とオセアニアの間の隔離分布が支持
された。また、マルバハタケムシロはニュー
ジーランド産よりもオーストラリア産によ
り近縁であることから、オーストラリアから
琉球列島への分散が示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ヤエザキヘツカリンドウ 

伊平屋島のやや湿った林縁において、八重
咲きのヘツカリンドウ（リンドウ科）を発見
し（図５）、外部形態を詳細に調査したとこ
ろ、沖縄群島小島嶼の新固有品種と取り扱う
ことが妥当という結論に至り、ヤエザキヘツ
カリンドウ (Swertia tashiroi f. plena) と
して記載発表した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ヤエヤマスズコウジュ（シソ科） 

ヤエヤマスズコウジュ（Suzukia luchuensis; 
準絶滅危惧）は沖縄島、久米島、与那国島、
そして台湾の緑島のみに分布が知られてい
る。久米島ではこれまで１産地しか知られて
いなかったが、本研究課題において久米島に
おける新たな２産地が発見された（図６）。
そのうち、１つは既存の産地から４km 以上

スナヅル 

ケスナヅル 

イトスナヅル 
豪産 C. pubescens 

豪産 C. glabella 

図２．日豪産スナヅルの系統関係 

図５ 新固有品種ヤエザキヘツカリンドウ 

図３ マルバハタケムシロの自生地（左）と
植物体（右） 

図４ マルバハタケムシロと Lobelia 属種の
系統関係 

マルバハタケムシロ 

オセアニア産近縁種 

オセアニア産近縁種 



離れており、今後、種内の遺伝子多様性を解
析する予定である。これら新たな産地に関す
る詳細データは環境省および沖縄県レッド
リストの関連組織に提供された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2) 植物園における自生地外保 
 沖縄群島小島嶼産42種類を筑波実験植物園
の絶滅危惧植物系統維持コレクションに追
加した。これらは遺伝子資源として保管する
だけでなく、研究サンプルとして使用し、常
設植栽展示や生物多様性の発信を目的とし
た企画展に活用された（下記「アウトリーチ
活動情報」参照）。さらに研究と危険分散系
統維持を目的とし、増殖された個体を植物園
などの他機関へ分譲した（50件）。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(3) 生物特性データベース構築 
沖縄群島小島嶼において採集された標本

360 点において、標本データと画像データ
の入力を行い、国立科学博物館の標本・資
料統合データベースにて一般公開した
（http://db.kahaku.go.jp/webmuseum/）。絶滅
危惧植物については、データベースの悪用
を防ぐため、画像中の標本ラベルに記され
た詳細な産地情報にモザイクをかける処理
をしている最中であり、それが終了次第、
絶滅危惧種についての画像データも一般公
開する予定である。 

 
(4) 国内外におけるインパクト 
 本研究課題から得られた固有性データ、
分類データを台湾の新レッドリストを作
成している台湾研究者に提供したところ
大きな反響があり、台湾、そして中国、韓

国の関連研究者からも本研究課題に関す
る問い合わせを受けた。それがきっかけの
一つとなり、國府方が主体となった東アジ
ア（日本、ロシア東部、韓国、台湾、中国）
のレッドリスト統合事業に関する国際共
同研究チームが立ち上がった。以上より、
本研究課題が東アジアの絶滅危惧植物保
全に関する研究分野に与えたインパクト
が大きかったことが窺える。 

本研究課題の研究成果を展示資料の一
部とした企画展を国立科学博物館で行っ
たところ、他の博物館等から企画展などの
協力依頼を求められ、国内計６他機関にお
いて共催あるいは協力として関連する企
画展等を行った。これらの協力依頼から、
本研究課題が一般社会にも強く求められ
た内容であったことが窺われ、絶滅危惧種
と生物多様性の社会発信に大きく貢献し
たと思われる。 
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